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疑
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典
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柴

田

泰

漢
訳
経
典
の
中
で
も
、
浄
土
思
想
に
言
及
す
る
経
典

の
非
常
に
多
い

こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
藤

田
宏
達

博
士
が
そ
れ
(1
)

ら
を
梵
蔵

本
と
校
合
し
て
、
新
た
に

「
一
覧
表
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
な

が
ら
、
藤
田
博
士
の
研
究
は
原
始
浄
土
思
想
関
係
資
料
と
し

て
の
経
典
故
に
、
印
度
撰
述
の
疑
わ
し
い
も
の
は
厳
密
に
除
外
さ
れ
て

い
る
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
除
外
さ
れ
た
経
典

は
中
国

・
日
本
浄
土
教
の

研
究
に

は
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ
る
。

一
方
、
疑
経
研
究

の
分
野

で

は
、
望

日
信
亨

・
矢
吹
慶
輝
、

そ
し
て
近
年
牧
田
諦
亮
博
士
が
主
に
敦

煙
本
を
中

心
に
研
究
さ
れ
、
そ
う
し
た
中
で
弥
陀
信
仰
の
疑
経
が
多
い

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
浄
土
教
関
係

疑
経
典

を
総
合
的
に
取
上
げ
た
研
究
は
未
だ
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
。
本
稿
の
意
図
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
分
野
に
認
め
ら
れ
る
浄
土
教

関
係
疑
経
典
を
検
索
し
、
成
立
年
代

・
思
想
形
態

・
流
伝
な
ど
の
問
題

を
考
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
々
の
経
典
に

つ
い
て
取
上
げ
る
ゆ
と
り

(2
)

は
な
い
の
で
、
こ
」
で
は
そ
の
概
要
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
そ

こ
で
先
ず
本
稿
で
用
い
る
浄
土
教
関
係
疑
経
典
と
い
う
言
葉
の
持

っ
意

味
に
つ
い
て
、

二
言
触
れ
て
お
く
。

こ
の
言
葉

は
初
め
に
指
摘
し
た
二

つ
の
研
究
分
野
に
渉
る
用
語
で
あ
る
が
、
従
来
漢
訳
浄
土
経
典
の
概
念

は
阿
弥
陀
仏

・
極
楽
に
言
及
す
る
経
典
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
疑
経
典
の

概
念
は
中
国
撰
述

・
真
偽
未
詳
を
含
め
た
印
度
撰
述
の
疑
わ
し
い
経
典

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
も
と
よ
り
こ
う
し
た
阿
弥
陀
仏

・
極

楽
に
言
及
す
る
印
度
撰
述

の
疑
わ
し
い
経
典
と

い
う
意
味
が
中
心
で
あ

る
が
、
し
か
し
資
料

の
検
索
か
ら
そ
れ
以
外
の
、
従

つ
て
阿
弥
陀
仏

・

極
楽
に
言
及
す
る
真
経
、
或
い
は
阿
弥
陀
仏

・
極
楽
に
言
及
し
な
い
経

典
も
広
い
意
味
で
含
ま
れ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
く
。
そ
の
理
由
は
以

下
で
指
摘
す
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
概
要
で
あ
る
が
、
現
在
検
索
し
た
限
り
で
は
総
数
八

○
余
部
の
経
典
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
藤
田
博
士

「
一
覧
表
」
二
六

六
部
に
比
べ
て
も
約
三
割
に
相
当
し
、
中
国

・
日
本
浄
土
教
を
考
え
る

上
で
も
無
視
出
来
な
い
数
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
経
典
の
持
つ
性
格
か
ら
分
類
す
る
と
、
真
経
と
疑
経
に
別

け
ら
れ
る
。

こ
ゝ
で
真
経
と
い
う
の
は
、
経
典
自
体
は
印
度
撰
述
に
誤

一浄
土
教
関
係
疑
経
典

の
考
察
 
(柴

田
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二
四

り
は
無
い
け
れ
ど
そ
の
中
の
阿
弥
陀
仏

・
極
楽

の
記
述
が
原
語
か
ら
考

え
て
異
な

つ
て
い
る
、
或
い
は
疑
わ
し
い
、
従

つ
て
中
国
以
降
浄
土
思

想
と
考
え
ら
れ
、
解
釈
さ
れ
た
経
典

で
あ
る
。
前
に
疑
経
典
の
概
念
に

つ
い
て
、
本
稿
で
は
真
経
で
あ

っ
て
も
思
想
的
に
浄
土
思
想
で
無

い
経

典
を
含
め
た
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
。
そ

の
二
、
三
の
例
を
挙
げ
る

と
、
第

一
は
明
ら
か
に
原
語
の
異
な
る
経
典
で
あ
る
。
宋
法
天
訳

『大

乗
聖
無
量
寿
決
定
光
明
王
如
来
陀
羅
尼
経
』
は
無
量
寿
如
来
の
名
号
受

持
、
こ
の
経
典
の
書
写
読
諦
を
勧
め
る
内
容
で
あ
る
が
、
無
量
寿
如
来

の
原
語
は

A
p
arim
itay
u
s
で
あ
り
、
A
m
itay
u
s
で
は
無

い
。
本
経

の
陀
羅
尼
は
他
に
も
記
述
さ
れ
、
『
説
林
』
、
矢
吹
博
士

「
経
論
表
」
で

(3
)

浄
土
思
想
と
見
倣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
そ
の
原
語
が
梵
蔵
本

の
無
い
為
確
定
出
来
な
い
が
、
恐
ら
く
違
う
で
あ
ろ
う
無
量
寿

・
無
量

光

・
阿
密

刷
多

・
阿
波
剛
密
多
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
経
典

(例
え

ぱ
『
菩
薩
道
樹
経
』
『最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
浄
除
業
障
呪
経
』
『金
剛
頂
経
喩
伽
観
自

在
王
如
来
修
行
法
』
な
ど
)
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
訳
語

の
類
似
か
ら
浄
土

思
想
と
考

え
ら
れ
た
経
典
で
あ
る
。
第
三
は
阿
弥
陀
仏

・
極
楽
の
記
述

が
無
く
て
も
後
に
浄
土
教
所
依
の
経
典
と
見
倣
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

『
文
殊
説
般
若
経
』
の
一
行
三
昧

の
思
想
は
天
台

・
初
期
禅
宗
に
お
い

て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
浄
土
教
典
籍

で
も

「専
称
名
字
」
の
思
想
は
阿
弥
陀
仏

へ
の
念
仏
と
解
釈
さ
れ
て
重

(4
)

要
な
経
典

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
述
は
無
量
諸
仏
の
中
の
一
仏
で
あ

つ
た
が
、
堪
然
が
解
釈
し
た
如
く

「
経
錐
レ
不
三
局
令
レ向
二西
方
一…
…
、

(
5
)

諸
教
所
レ讃
多
在
二弥
陀
一故
以
二
西
方
一而
為
二
一
準

こ

と
考
え
ら

れ
、

(6
)

『
楽
邦
文
類
』
な
ど
は
浄
土
経
典
と
し
て
取
上
げ
て
い
る
。
以
上
の
三

例
は
、
印
度
に
お
い
て
は
浄
土
思
想
で
無
か
つ
た
、
従
つ
て
正
し
く
言

え
ば
疑
浄
土
思
想
関
係
経
典
と
名
づ
け
ら
れ
る

も

の
で
あ

る
が
、
中

国

・
日
本
浄
土
教
徒
に
と
つ
て
は
浄
土
思
想
と
解
釈
さ
れ
、
そ
の
流
伝

受
容
を
考
え
る
な
ら
ば
重
要
な
経
典
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
所
謂
従
来

の
疑
経
典
の
概
念
に
相
当
す
る
浄
土
教
関
係

経
典
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
第

一
に
現
存
疑
経
典
、
第
二
に
古
侠
経
、

第
三
に
経
録
に
よ
る
疑
経
典
、
第
四
に
浄
土
経
典

と
見
徹
さ
れ
た
疑
経

典
に
別
け
ら
れ
る
。
就
中
、
第

一
、
二
の
経
典

は
正
し
く
本
題
に
値
す

る
経
典

で
あ
り
、
そ
れ
故
、
成
立

・
思
想

・
流
伝

に
つ
い
て
の
要
点
を

述
べ
よ
う
。
現
時
点
の
摘
出
で
は
現
存
疑
経
四
九
部
、

古
侠
経
九
部
、

計
五
八
部
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
経
録
な
ど
に

よ
り
推
定
可
能
な
経
典
の
中
で
三
四
部
は
階
唐
代
と
考
え
ら
れ
、
特
に

『法
経
録
』
『武
周
録
』
初
出
の
経
典
が

一
八
部
と
約
半
数
、
更
に

『安
楽

集
』
所
引
の
古
侠
経
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
浄
土
教
関
係
疑
経
典

の
成

立
と
流
行
は
階
か
ら
初
唐
に
な
る
。
次
に
思
想
内
容
に
つ
い
て
は
阿
弥

陀
仏

へ
の
念
仏
、
讃
嘆
、
観
仏
、
礼
仏
、
憶
念
、
或

い
は
写
経
な
ど
に
よ
る

極
楽
往
生
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
全
体
的
に
多

い
の
が
念
仏
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
記
述
は
真
経
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
特
に
疑
経
故

の
特
徴
を
考
え
れ
ば
次
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の

一
つ
は
『無
量
寿
経
』『
観
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
の
影

響
を
明
ら
か
に
受
け
て
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い
る
点

で
あ
る
。
例
え
ば
『
大
通
方
広
経
』
に
は

『無
量
寿
経
』
の
過
去

仏

・
十

二
光
仏

・
十
三
仏
国
土
の
仏
名
が
同

一
漢
字
で
順
序
通
り
列
挙

(7
)

さ
れ
て
い
る
し
、
「
善
王
皇
帝
経
」
「惟
務
三
昧
経
」
の
『
阿
弥
陀
経
』
の

影
響
、
『無
量
寿
如
来
至
真
等
正
覚
経
』
『
九
品
往
生
陀
羅
尼
経
』

の
『
無

(8
)

量
寿
経
』
『観
経
』
の
影
響
な
ど
は
す

で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
第
二
は
二

仏
併
信

の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
と
弥
勒
仏

・
地

(9
)

蔵
菩
薩
な
ど
と
の
併
信
は
す

で
に
矢
吹
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

中

で
も

『
地
蔵
菩
薩
経
』
の

「造
地
蔵
菩
薩
像
、
写
地
蔵
菩
薩
経
、
念

(
10
)

地
蔵
菩
薩
名
、
此
人
定
得
往
生
西
方
極
楽
世
界
」
と
い
う
思
想
は

『
地

蔵
十
輪
経
』
『
地
蔵
本
願
経
』
に
は
浄
土
思
想
が
認
め
ら
れ
な

い
か
ら

疑
経
ゆ
え
の
特

徴
と
云
え
よ
う
。
次
に
そ
の
流
伝
受
容
で
あ
る
が
、
中

国
か
ら
敦
煙
と
日
本

へ
(『随
願
往
生
経
』
『浄
度
三
昧
経
』
な
ど
)
、
敦
煙

だ
け
へ

(『太
子
讃
』
『新
菩
薩
経
』
な
ど
)
、
日
本
だ
け

へ
、
或
い
は
日
本

偽
撰

(『
念
仏
超
脱
輪
廻
捷
径
経
』
『
阿
弥
陀
三
昧
海
経
』
な
ど
)
に
別
け
ら

れ
る
が
、

中
で
も

『
十
往
生
経
』
『
山
海
慧
経
』
の
二
部

は

一
方

は
広

本
、
他
方

は
略
本
と
し
て
敦
燵

・
日
本

へ
と
分
か
れ
、
多
く

の
浄
土
教

(11
)

徒
に
依
用
さ
れ
た
経
典
で
あ
り
、

ま
た
無
量
寿
国

の
易
往
易
取
を
説
い

た

「
目
連
所
問
経
」
の
遺
文
は

『
安
楽
集
』
『
阿
弥
陀
経
疏

(窺
基
?
)』

『
楽
邦
文
類
』
『往
生
要
集
』
『
説
林
』
、
或

い
は
多
く
の
日
本
浄
土
教
典

籍
に
引
用
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。

こ
う
し
た
流
布

の
検
討
は
中
国

・
日

(
12
)

本
浄
土
教

の
思
想
的
変
遷
を
考
え
る
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
。
第
三

の
経
録
で
推
定
さ
れ
る
疑
経
典
で
は

『
武
周
録
』

の

「舎
利
弗
生
西
方

斎
経
」
、『
長
西
録
』
の
「
四
十
八
願
阿
弥
陀
経
」
な
ど
が
経
名
か
ら
考
え

ら
れ
る
。
第
四
に
真
経
の
場
合
と
同
様
に
阿
弥
陀
仏

・
極
楽
の
言
葉
は

無
い
け
れ
ど
も
浄
土
経
典
と
見
倣
さ
れ
た
経
典
が
挙
げ
ら
れ
る
。
地
蔵

経
典
と
し
て
有
名
な

『
占
察
経
』

の

「
若
人
欲
レ
生
二他
方
現
在
浄
国
一

者
、

応
当
下
随
二彼
世
界
仏
之
名
字
一専
意
諦
念

一
心
不
乱
b
如
レ
上
観
察

者
、
決
定
得
レ
生
二
彼
仏
浄
国
こ

の
記
述
は
阿
弥
陀
仏
へ
の
念
仏

と
解

(
13
)

釈
さ
れ
、
浄
土
教
典
籍
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
浄
土
教
関
係
疑
経
典
の
概
要
を
述
べ
た
が
、
結
論
と
し
て
次

の
諸
点
に
要
約
出
来
よ
う
。
第

一
は
、
浄
土
教

の
基
礎
的
資
料
と
な
る

浄
土
教
関
係
経
典
と
い
う
の
は
、
(一)
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
真
経
、

口
、

印
度
で
は
浄
土
思
想
を
予
想
し
た
も
の
で
は
無
か
つ
た
が
、
中
国

以
降
に
浄
土
思
想
と
解
釈
さ
れ
た
経
典
、
日
、
印
度
撰
述
の
疑
わ
し
い

経
典
で
あ
る
。
そ
し
て
本
稿
で
問
題
に
し
た
の
は
口
、
国

の
経
典
で
あ

る
。
第
二
は
、
浄
土
教
徒
の
依
用
の
点
を
考
え

る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀

仏

・
極
楽
に
言
及
す
る
経
典
以
外
に
念
仏
三
昧
、
他
方
往
生
に
言
及
す

る
経
典
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
今
日
で
は
傍
依

の

経
典
と
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
の
浄
土
教
徒
に
と

つ
て
は
浄
土
往
生
の
為

の
経
典
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
厳
密
な
意
味
で
の
浄
土

教
関
係
疑
経
典
に
つ
い
て
は
、
階
か
ら
初
唐
に
か
け
て
成
立
、
流
行
が

顕
著

で
あ
る
こ
と
。
思
想
的
に
は
、
全
体
的
に
念
仏
が
強
調
さ
れ
、
所

謂

「
浄
土
三
部
経
」
の
影
響
、
二
仏
併
信
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
そ
れ

ら
は
中
国
、
そ
し
て
敦
焼
、

日
本

へ
と
多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

浄
土
教
関
係
疑
経
典

の
考
察
 
(柴

田
)
 

一
二
五
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一
二
六

と

な

ど

が
跡

づ

け

ら

れ

る
。

尚
、

真

経

と

の
思

想

関

係
、

敦

煙

本

の
整

理
、

真

経

の
中

の
偽

撰
的

要
素
、

中

国

願

生

者

の
受

容

な

ど
残

さ

れ
た

問

題

は
多

い
が
、

本

稿

は

そ

の
最

初

の
段

階

と

し

て
予

想

さ

れ

る
疑

経

典

の
概

要

を
指

摘

し

た
次

第

で
あ

る
。

一
々

の
経
典

の
考

証

に

つ
い

て

は
別

に

発

表
す

る
予

定

で
あ

る
。

1
 

藤
田
宏
達

『
原
始
浄
土
思
想

の
研
究
』

=
二
六
ー

一
六
四
頁
。

2
 

本
稿
で
用

い
た
資
料
並

び
に
従
来

の
諸
研
究
に

つ
い
て
略
述

す
る
と
、

漢

訳
浄
土
経
典

の
分
野

で
は
代
表
的
も

の
と
し
て

『
楽

邦

文

類
』
『
往

生

要

集
』
『
阿
弥
陀
仏
説
林
』
、
矢
吹
慶
輝

『
阿
弥
陀
仏

の
研
究
』
附
録

「
漢

訳
浄
土
経
論
表
」
、
藤

田
博

士

前
掲
書

「
一
覧
表
」
、
更

に
中

国

・
日
本

浄

土
教
典
籍

の
引
用
経
典
。

そ
れ
ら
の
中
で
特

に
疑

経

典

と

い

う
点

で

は
、
『
安
楽
集
』
所
引

の
古
扶
経
、

『
楽
邦

文
類
』
巻

一
、
『
説
林
』
巻
七
、

藤

田
博
士
が
矢
吹
博
士

「
経
論
表
」

か
ら
浄
土
思
想
に
非
ず
と
除
外
さ
れ

た
経
典
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

疑
経
研
究

の
分

野

で
は

『
経

律

異

相
』

『
諸
経
要
集
』
『
法
苑
珠
林
』
等
所
引

の
古
侠
経
、

そ
れ
ら
を

中

心

と

し

た
研
究

の
望
月
信
亨

『
仏
教
史

の
諸
研
究
』
『
浄
土
教

の
起
原

及
発
達
』

『
仏
教
経
典

成
立
史
論
』

所
収

の
関
係
論
文
、

敦
煙
本
を
中
心
と
し
た
矢

吹
慶

輝

『
鳴
沙
余
韻
解
説
』
、
そ
し
て
最
近

で
は
牧
田
諦

亮

「
中

国

仏

教

に
お
け
る
疑
経
研
究
序
説
」

(『
東
方
学
報
』

京
都

三
五
)

並
び
に
個

々

の
疑
経

に
関
す

る
諸
論
文

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

疑
経
目
録

に

つ
い
て
言

え
ば
、

浄
土
経
典
関
係

で
は

『
長
西
録
』
『
経
籍
録
』

の

「
偽
妄
録
」
、
中

国

の
経
録

で
は

「
道
安
録
」

か
ら

『
貞
元
録
』
に
至
る
疑

経
目
録
、

更
に

「
奈
良
朝
現
在

一
切
経
疏

目
録
」

の
検
討
が
成
立
流
伝
を
考

え
る
場
合

の

参
考

に
な
る
。

最
後
に
現
存

す
る
大
正
蔵
経
、
続
蔵
経
敦
、
燵

本

(
但
し
、

敦
煤
本

に
つ
い
て
は
、
私

の
披
見
し
得

た
ス
タ
イ

ン
本

マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
に
限

つ
た
。
大
正
蔵
巻
八
五
所
収

の
原
本
並

び
に

ジ
ャ
イ

ル
ズ

の
目
録

に
依

る
疑
経

・
不
明
疑
経
断
片
な
ど
)

に
つ
い
て
、
以
上

の
資
料

・
諸
研

究
、

そ
し
て
新

た
に
見
出

し
た
経
典

を
含

め
て
取
上
げ
た
。

3
 
本
経

の
主
仏

を
阿
弥
陀
仏
と
見
倣
し
た
の
は

『
説
林
』
か

ら
で
あ

り
、

申
国
に
お
い
て
そ

の
様

に
解

さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
無
量
寿
陀
羅
尼

を
説

く
密
教
経
典

は
非
常

に
多

い
け
れ
ど
も
究

め
難

い
。
敦
燵
本

『
大
乗
無
量

寿
宗
要
経
』

(S
.
 6
,
 1
0
9
,
 
1
2
1
,
 
1
,
 1
9
0
 e
tc
.
 二
百

数

十

種

『
敦

煙

遺
書
総
目
索
引
』
参
照
)
に
は

「
当
得
往
生
西

方
極
楽
世
界
阿
弥
陀
浄
土
」

と
浄
土
思
想

に
言
及

し
て
い
る
。

尚
、
矢
吹
慶
輝

『
鳴
沙
余
韻
解
説
』
第

二
部

「
大
乗
無
量
寿
宗
要
経
に
就

い
て
」
、
石
浜
純
太
郎

・
芳
村
修
基

「
無

量
寿
宗
要
経
と
そ

の
諸
写
本
」
(
『
西
域
文
化
研
究
』
第

一
)
参
照
。

4
 
大
正
八

・
七
三

一
上
中
。

例

え

ば

『
安
楽

集
』
巻
下
、

『
観
念
法
門
』
、

『
釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
七
、
『
万
善
同
帰
集
』
巻

上
、
『
楽
邦
文
類
』
巻

一
、

『
西
方
合
論
』
巻
三
な
ど
。

5

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
、巻
第
二
之

一

(
大
正
四
六

・
一
八
二
下
)
。

6
 

こ
の
系
統

に
属
す

る
経
典
と
し

て

『
木
穗

子
経
』
『
大
集

経

日
蔵

分
』

『
地
蔵
十
輪
経
』
な

ど
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
但

し
、

こ
う
し
た
経

典

の

扱

い
は
浄
土
教
徒

の
引
用
経
典

の
研
究
分
野

に
入

る
の
で
あ

り
、
意
圓
的

に
浄
土
所
依

の
経
典
を
集

め
た
資
料

(『
釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
七
、

『
楽
邦

文
類
』
巻

一
、
『
説
林
』
巻
七
な
ど
)
に
限
ら
れ
る
。

7
 
大
正

八
五

・
=
二
四

一
下
ー

=
二
四
二
上
。

8
 
望
月
信
亨

『
仏
教
経
典
成
立
史
論
』

三
五
ニ
ー
三

五
四
頁
。

牧
田
諦
亮

前
掲
論
文
、

同

「
松
誉
厳
的

の
疑
経
観
」

(『
浄
土
教

の
思
想

と
文
化
』
所

収
)
。
な
お
、

「
無
量
寿
如
来
至
真
等
正
覚
」
経

は
、
所
謂

〈浄
土
三
部
経
〉

-633-



の
外

に
、
『
悲
華
経
』
(
大
正
三
・
一
七
四
下
-

一
九
二
中
)

の
本
生
説
話
、

『
阿
弥
陀
経
通
賛

疏
』
(
大
正
三
七

・
三
四

一
下
)

の
高
声
念
仏
十
種
功
徳

を
依
用
し
て
構
成

さ
れ
た
疑
経
典

で
あ

る
。

9
 

矢
吹
慶
輝

「支
那
仏
教
史
と
現
存
疑
経
」
(
『
宗
教
研
究
』
昭
和

六
年

臨
時
特
輯
号
)
、
『
三
階
教
之
研
究
』

六
五
七
頁
。

10
 

大
正
八
五

・
一
四
五
五
下
。

11
 
佐
藤
成
順
、

大
南
竜
昇

「
十
往

生
経

の
研
究
」
(
『
三
康
文
化
研
究
所
年

報
』

三
号
)
参
照
。

12
 

以
上

の
検
索

で
気
づ

い
た
点
に

つ
い
て
、

一
、
二
触

れ
て
お
き
た

い
。

そ
の

一
つ
は
敦
燈
本

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
私

の
調

べ
得
た

ス
タ
イ

ン
本

の
中

で
、
S
.2
,
 2
0
3
8

H
2
0
9
9

2
。

は
大
正
蔵
未
収

経

で
あ

る
。

ま

た

ジ
ャ
イ

ル
ズ
が
不
明
疑
経
断
片
と
し
た

一
四
部

の
中

で
四
部
に
阿
弥
陀

仏

・
極
楽

の
記
述

が
認

め
ら
れ
、
、そ
れ
に
よ
り

s
.
2
2
は
、
『
新
菩
薩
経
』

(『
敦
煙
遺
書
総
目

索

引
』

は

『
勧

善

経
』
と

す

る
)
、
s
.
 
1
0
。

4
3
0
。

4
0
9
は

『
無
量

大
慈
教
経
』

の
断
片
で
あ
る

(
大

正
蔵

巻

八

五
所

収

の

原
本

s
.
 2

は
首

欠
、
s
.
 9
1
に
よ
り
判
明
)
。
ま
た
古
扶
経

二
三

〇

余
経

(望
月
信
亨

『
仏
教
史

の
諸
研
究
』

一
三
○
頁

以

下
、
『
仏

教

経
典

成
立
史
論
』
三

一
四
頁
以
下
参
照
)

に

つ
い
て
は
、
す

で
に
知
ら
れ

て
い

る

『
安
楽
集
』
所
引

の
も

の
な
ど
を
除

い
て
、
新
た

に
認

め
ら
れ
た

の
は

「
空
行
三
昧

経
(
?
)
」

(『
法
苑
珠
林
』
巻

一
一
)

「
優
填

王
作
仏
形
像

経
」

(
『
諸

経
要
集
』
巻

八
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
三
三
)

な
ど

で
あ
る
。

鳩

大

正

一
七

・
九
〇

八
下
i
九

〇

九

上
。

例

え

ば

『
浄

土

論
』
巻

下
、

『
釈
浄

土
群
疑
論
』
巻
七
、

『
阿

弥

陀

経

疏

(
窺

基
?
)
』
、
『
同

聞
持

記

(
戒
度
)
』
、
『
往

生
要
集
』
巻
下
な
ど
。

浄
土
教
関
係
疑
経
典

の
考
察
 
(柴

田
)
 

一
二
七
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